
「第 7 回びわ湖家庭医療フォーラム」「卒業後の自分を考える連続自主講座」

を開催しました。 

 

 

令和 4 年 7 月 3 日(日)「第 7 回びわ湖家庭医療フォーラム」「卒業後の自分を考える連

続自主講座」が、日本プライマリ・ケア連合学会滋賀県支部、滋賀医科大学里親学生支

援室との共催で、滋賀医科大学臨床講義室にて行われました。当日は、医学生、初期研

修医、指導医等 24名の参加者がありました。 

 

メイン講演は、講師に京都のよしき往診クリニック医師 宮本雄気先生（よしき往診ク

リニック）をお迎えし、ご講演いただきました。救急医療も経験した宮本先生が訪問診

療を手掛けるようになったキャリアや、救急医療と在宅医療の共通点と相違点、COVID-

19 流行下における在宅医の取り組みや多職種連携などをお話しいただきました。 

その後、滋賀県の総合医療プラグラムの紹介があり、閉会となりました。 

アンケートでは回答者から高い評価が得られ、「在宅と救急の視点から社会のニーズ

に応える取組みに感動した」「訪問診療は社会のセーフティネットだという言葉が印

象に残った」などの声が寄せられました。 
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